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平成 24年 1月 26日 

各      位 

会 社 名  株式会社 EMCOMホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 金 学敏 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 7954） 

問合せ先  執行役員経営企画部長 高森 眞子登 

電話      050-3155-4370 

 

債権譲渡契約締結および特別損失計上のお知らせ 
 

当社および当社子会社である株式会社ＥＭＣＯＭヘルスケア（以下、「ヘルスケア社」）は、本日開催

の取締役会におきまして、債権譲渡契約（以下、「本契約」）を締結することを決議いたしました。また、

この契約に伴い、特別損失を計上する見込みとなりましたので、合わせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．債権譲渡の理由 

当社は、平成18年より子会社であるヘルスケア社において「病院の土地建物を流動化し、医療法人の

バランスシートを軽くして、医業に専念してもらう。 即ち、医業・資産・経営の分離」をコンセプトに、

医療コンサルティング事業を展開し、主に医療法人に対し医療コンサルティングを行ってまいりました。

また、医療機関の倒産確率が他業種に比べて極めて低いことに着目し、病院再生事業の一環として、再

建途上の病院および診療所等の医療法人に対する長期貸付を行ってまいりました。 

ヘルスケア社では、病院経営の継続性に配慮しつつ回収を行うため、長期化した債権を全額回収する

には４年以上の期間を要します。しかしながら、当該債権を長期間にわたり回収するという従来の方法

を継続した場合に、回収不能額が増加する潜在的リスクがあることから、債権を一括譲渡して回収を図

りバランスシートをスリム化する計画を当社グループとして慎重に検討してまいりました。 

当社グループとして、より効率の良い事業に経営資源を振り向けるべく、複数の有力先と接触を重ね

てまいりました。その中で、当社取締役である加島淳司氏と旧知の間柄であるアスパイアビジョン株式

会社（委託放送事業会社）から債権取得のお申し入れがありました。 

こうした経緯を踏まえ、債権の一括譲渡を行うことが企業価値向上に資すると判断し、平成 24年１月

26日開催の当社およびヘルスケア社取締役会におきまして、債権譲渡契約書をアスパイアビジョン株式

会社との間に締結することを決定いたしました。 

本契約による譲渡金額の資金使途といたしましては、今後予定しております当社新規事業における運

営資金として充当する予定でございます。なお、新規事業に関しましては詳細が決定次第、適時開示に

てご報告いたします。 

 

２．譲渡対象債権の内容 

（１）譲渡対象債権：長期貸付金等 

医療法人：１件 

譲渡債権金額合計：金 623,150千円 

（２）譲渡価額：金 246,500千円 
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３．譲渡相手先の概要 

（１） 名 称 アスパイアビジョン株式会社 

（２） 所 在 地 東京都渋谷区恵比寿南 2-1-10 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 中川 徳章 

（４） 事 業 内 容 
委託放送事業 

映像ソフトおよびオーディオソフトの配給、販売 

（５） 資 本 金 95百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 10年２月 25日 

（７） 上場会社と当該会社

と の 間 の 関 係 
 

 

 

 
資 本 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありませ

ん。 

 

 

 
人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありませ

ん。 

 

 

 
取 引 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありま

せん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係

者及び関係会社の間には、特筆すべき取引関係はありませ

ん。 

 

 

 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、

当該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には

該当しません。 

 

４．譲渡の日程 

平成24年１月26日：取締役会決議 

平成24年１月27日：債権譲渡契約書締結および決済 

 

５．特別損失の発生及びその内容 

本契約に伴う金銭債権の貸倒損失として、特別損失376,650千円を計上する見込みでございます。 

 

６．今後の見通し 

本契約による特別損失につきましては、平成23年12月期決算短信において貸倒引当金繰入額として計

上する見込みであります。平成23年12月期の業績への影響は、他の事象による業績への影響を合算して

精査中であり、業績予想の変更が生じる場合には、速やかにお知らせいたします。  

以上 


